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町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心

穏
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
２
年
近
く
に
わ
た
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

町
民
の
皆
さ
ま
、
昼
夜
を
問
わ
ず
懸

命
に
診
療
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
医
療
従
事
者
の
皆
さ
ま
に
深
く

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
と
も
感
染
対
策
と
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
重
点
を
置
き
、
こ
の
厳
し
い
難
局

を
皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ
て
乗
り
越

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に

お
い
て
昨
年
は
、
久
々
に
台
風
襲
来

も
な
く
天
候
に
恵
ま
れ
豊
作
の
年
と

な
り
ま
し
た
。
畜
産
に
お
い
て
も
、

子
牛
セ
リ
価
格
が
高
値
で
推
移
し
、

軽
作
業
高
収
益
が
見
込
ま
れ
る
特
用

林
産
物
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
も
増
産
が
図

ら
れ
町
全
体
が
活
気
づ
い
て
お
り
大

変
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。

　
本
年
も
農
林
水
産
業
の
振
興
を
図

る
た
め
国
の
補
助
事
業
な
ど
を
積
極

的
に
活
用
し
、
生
産
基
盤
整
備
を
計

画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
土
づ
く

り
を
基
本
に
し
た
農
家
が
安
心
し
て

栽
培
で
き
る
よ
う
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐

病
対
策
な
ど
迅
速
な
対
応
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
12
月
に
「
有
機
農
業
」

を
軸
と
し
た
地
域
活
性
化
に
関
す
る

包
括
連
携
協
定
の
調
印
式
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
国
の
「
み
ど
り
の
食
糧

シ
ス
テ
ム
戦
略
緊
急
対
策
交
付
金
」

を
活
用
し
て
、
有
機
農
業
の
普
及
を

は
じ
め
、
技
術
支
援
や
人
材
育
成
を

図
り
、
荒
廃
農
地
の
復
旧
や
新
規
就

農
者
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
宇
宙
開
発
で
は
、
日
本
の
主
力
ロ

ケ
ッ
ト
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
が
い

よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
今
後
、
次
世
代

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
と
と
も
に
、
外
国

人
技
術
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
観
光
客

が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
観
光
地
の
景

観
整
備
に
努
め
、
そ
の
受
け
入
れ
体
勢

の
充
実
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
促
進
に
つ
い
て
は
、

家
族
留
学
が
一
つ
の
柱
と
な
っ
て
お

り
、
希
望
者
が
毎
年
25
世
帯
以
上
あ

る
こ
と
や
留
学
後
そ
の
ま
ま
定
住
す

る
家
族
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
他
の

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
も
含
め
る
と
今
後

の
住
宅
確
保
対
策
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
国
の
補

助
事
業
と
町
単
独
助
成
制
度
を
活
用

し
た
空
き
家
改
修
を
図
り
な
が
ら
、

人
口
減
少
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク

交
付
金
事
業
を
活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
の
建
設
に
よ
り
、
交
流

人
口
の
増
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
は
、
い

つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
健
康
増
進
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
制
度

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
で
は
、
小
中
一
貫
教
育
や
、

南
種
子
で
の
生
活
体
験
を
満
喫
す
る

宇
宙
留
学
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
１
日
も
早
く
賑
わ
い
の

あ
る
日
常
を
取
り
戻
し
、
町
民
の
皆

さ
ま
が
何
よ
り
も
健
康
で
、
楽
し
く

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

町
民
総
力
で
一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
、新
春
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
年
の

新
年
の

　

ご
あ
い
さ
つ

　

ご
あ
い
さ
つ

南種子町長南種子町長

小園　裕康小園　裕康
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町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
町
議
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
国
民
生

活
・
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
特
に
商
工
業
や
農
林
水
産
業
な

ど
は
、
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
き
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
会
議

な
ど
が
中
止
と
な
り
、
南
種
子
町
で

も
、
町
民
大
運
動
会
や
ふ
る
さ
と
祭
、

ロ
ケ
ッ
ト
祭
、
成
人
式
な
ど
の
大
き

な
行
事
も
中
止
と
な
り
、
非
常
に
残

念
な
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
民

の
皆
さ
ま
方
の
健
康
を
第
一
に
考
え

決
定
さ
れ
た
こ
と
で
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
国
内
で
も
感
染
者
が
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
新
変
異
株
の

発
生
な
ど
に
よ
り
、
再
び
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目

接
種
が
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
が
一
体

と
な
り
、
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
に
早
く
戻
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　
昨
年
は
、
農
家
の
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
は
、
大
き
な
台
風
の
接
近
も

な
く
、
さ
と
う
き
び
に
つ
い
て
は
順

調
な
生
育
が
見
ら
れ
、
前
年
と
比
較

し
て
も
、
多
収
穫
が
見
込
ま
れ
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ

に
お
い
て
は
、
基
腐
病
の
影
響
な
ど

が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
現
在
の
と

こ
ろ
特
効
薬
も
な
い
状
況
の
よ
う
で

す
が
、
議
会
と
し
ま
し
て
も
町
と
一

緒
に
国
の
方
に
も
予
算
要
求
な
ど
を

行
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

　
馬
毛
島
の
自
衛
隊
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
国
の
方
が
進
め

て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
議
会
と

し
ま
し
て
は
、「
南
種
子
町
自
衛
隊
施

設
誘
致
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
て
、
馬
毛
島
に
自
衛
隊
施
設
が
で

き
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
国

や
防
衛
省
に
求
め
て
い
く
の
か
、
今

後
の
南
種
子
町
の
過
疎
対
策
、
人
口

減
少
対
策
、
経
済
対
策
を
考
え
た
と

き
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
な
の

か
、
調
査
・
研
究
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
公
立
種
子
島
病
院
の
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
４
人
の
常
勤
医
師

が
勤
務
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
患
者

の
皆
さ
ま
方
か
ら
も
非
常
に
高
い
信

頼
を
得
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
し
て
も
、
予
防
接
種
を
は
じ

め
適
正
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
て
、
医
師
の
先
生
方
を
は
じ
め
、

関
係
職
員
の
皆
さ
ま
方
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
健
康
管
理
の
た

め
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

南種子町議会議長南種子町議会議長

広浜　喜一郎広浜　喜一郎
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令
和
３
年
第
４
回
　
町
議
会
定
例
会

　
令
和
３
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
が
12
月
９
日
（
木
）
か
ら
17
日
（
金
）
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
、
行
政
報
告
や
一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
令
和
３
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
報
告

令
和
３
年
産
で
ん
粉
原
料
用
甘
し
ょ

の
生
産
状
況
に
つ
い
て

　

で
ん
粉
原
料
用
甘
し
ょ
の
生
産
状

況
は
、
栽
培
農
家
２
２
５
戸
で
前
年

よ
り
28
戸
減
少
す
る
中
、
作
付
面
積

は
２
４
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
集
荷
に

つ
い
て
は
、
去
る
11
月
30
日
に
終
了

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

生
育
状
況
は
、
苗
床
で
の
基
腐
病

発
生
や
、
植
付
け
後
半
、
梅
雨
に
よ

る
作
付
け
遅
れ
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、

天
候
に
恵
ま
れ
、
平
年
よ
り
収
量
は

増
収
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

10
ア
ー
ル
当
り
収
量
は
、
坪
堀
調
査

と
同
じ
58
俵
と
な
り
、
昨
年
よ
り
10

俵
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

価
格
に
つ
い
て
は
、
１
俵
37
・
５

キ
ロ
当
り
原
料
価
格
は
３
８
０
円
、

交
付
金
は
１
０
３
７
円
で
、
合
わ

せ
て
１
４
１
７
円
と
な
り
、
前
年
よ

り
45
円
高
く
な
り
ま
し
た
。
10
ア
ー

ル
当
た
り
販
売
額
は
８
万
２
５
９
６

円
で
、
南
種
子
町
の
生
産
額
は
、

２
億
３
２
０
万
円
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

集
荷
に
つ
い
て
は
、
島
内
３
工
場

で
種
子
島
一
元
集
荷
が
な
さ
れ
、
種

子
島
全
体
の
集
荷
実
績
は
53
万
６
千

俵
で
前
年
対
比
１
０
８
％
と
な
り
、

南
種
子
産
は
、
14
万
３
千
俵
で
種
子

島
全
体
の
26
％
を
占
め
る
割
合
で
あ

り
ま
し
た
。

　

特
に
、
昨
年
度
よ
り
種
子
島
に
お

い
て
、
さ
つ
ま
い
も
基
腐
病
が
発
生

し
、
本
年
度
も
感
染
が
拡
大
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
本
町
で
の
発
生
状
況
は
、

基
腐
病
・
つ
る
割
れ
病
を
含
め
栽
培

面
積
の
４
割
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

な
か
で
も
収
穫
皆
無
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
面
積
は
２
％
あ
り
、
特
に

安
納
芋
に
つ
い
て
は
、
基
腐
病
に
弱

く
、
多
発
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

町
内
全
域
で
排
水
が
悪
い
畑
や
場

所
で
は
、
一
部
腐
れ
る
圃
場
が
多
数

発
生
し
ま
し
た
。
さ
つ
ま
い
も
基
腐

病
は
、
全
国
22
都
道
県
に
広
が
り
、

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
国
・

県
へ
要
請
活
動
を
随
時
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
去
る
11
月
15
、
16
日
に
は
種
子
島
・

屋
久
島
の
首
長
と
生
産
者
代
表
、
さ

つ
ま
い
も
加
工
販
売
代
表
者
連
名
で
、

農
林
水
産
大
臣
、
農
林
水
産
省
関
係

機
関
、
地
元
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に
関
す
る
要
望

書
を
提
出
し
、
地
元
の
切
実
な
状
況

を
伝
え
、
国
レ
ベ
ル
に
お
い
て
更
な

る
早
急
な
対
応
を
図
る
よ
う
要
望
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
請
活
動
で
は
、
新
農
薬

登
録
や
国
の
研
究
機
関
に
お
け
る
対

策
な
ど
に
つ
い
て
現
状
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
国
・
県
の
研
究
機
関
な
ど

に
よ
る
実
証
実
験
成
果
や
防
除
対
策

が
随
時
示
さ
れ
て
お
り
、
町
技
連
会

を
中
心
に
、
農
家
へ
の
情
報
提
供
、

栽
培
技
術
指
導
を
速
や
か
に
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
農
家
、
特
に
安
納
芋

栽
培
農
家
は
、
危
機
的
状
況
に
あ
り

ま
す
。
国
・
県
に
お
い
て
、
今
以
上

に
本
腰
を
入
れ
対
応
す
る
よ
う
、
引

き
続
き
強
く
要
請
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
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令
和
３
年
産
さ
と
う
き
び
の
生
産
状

況
に
つ
い
て

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産
状
況
は
、
栽

培
農
家
１
８
２
戸
、
作
付
面
積
は

４
５
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
培
さ
れ
、

糖
業
会
社
の
操
業
期
間
は
、
12
月
６

日
か
ら
明
け
て
４
月
16
日
ま
で
の

１
１
７
日
間
の
原
料
受
入
れ
と
決
定

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

  

生
育
状
況
は
、
春
先
か
ら
天
候
に
恵

ま
れ
、
台
風
被
害
も
な
く
９
月
以
降

も
順
調
で
あ
り
ま
し
た
が
、
前
年
ま

で
の
台
風
被
害
の
影
響
で
欠
株
が
多

く
茎
数
不
足
が
生
じ
、
11
月
の
収
量

見
込
み
調
査
で
は
、
10
ア
ー
ル
当
た

り
収
量
は
６
２
０
０
キ
ロ
、
生
産
量

は
２
万
８
千
ト
ン
と
昨
年
よ
り
20
％

増
加
が
見
込
ま
れ
、
単
収
向
上
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

  

本
年
期
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
取
引
価
格

は
、
ト
ン
当
た
り
原
料
価
格
は
４
千

円
、
交
付
金
は
１
万
６
８
６
０
円
、

合
わ
せ
て
２
万
８
６
０
円
で
昨
年
同

額
の
交
付
金
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
案
件

南
種
子
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の
支

給
額
を
見
直
す
も
の
。

予
算
案
件

令
和
３
年
度
南
種
子
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

　

８
５
４
８
万
３
千
円
を
追
加
し
、

総
額
62
億
８
９
７
万
円
と
す
る
も
の
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

普
通
交
付
税
、
一
般
会
計
出
資
債
な
ど

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
な
ど
の
扶

助
費
、
生
活
保
護
事
業
費
の
確
定
に

伴
う
国
庫
返
還
金
、
水
道
事
業
会
計

へ
の
繰
出
金
な
ど

令
和
３
年
度
南
種
子
町
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　

保
険
給
付
費
等
普
通
交
付
金
返
還

金
が
主
な
も
の
で
、
５
４
３
万
５
千
円

を
追
加
し
、
８
億
８
５
８
６
万
７
千

円
と
す
る
も
の
。

令
和
３
年
度
南
種
子
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
負
担
金

が
主
な
も
の
で
、
３
６
２
万
１
千
円
を

追
加
し
、
７
億
４
７
３
１
万
３
千
円
と

す
る
も
の
。

令
和
３
年
度
南
種
子
町
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

被
保
険
者
保
険
料
納
付
金
が
主
な

も
の
で
、
43
万
８
千
円
を
追
加
し
、

８
８
１
４
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

令
和
３
年
度
南
種
子
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

建
設
改
良
企
業
債
償
還
金
が
主
な

も
の
で
、
事
業
活
動
に
伴
う
収
益
的

収
入
で
３
９
１
６
万
円
、
支
出
で

３
６
３
万
１
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

し
、
ま
た
資
本
的
収
入
で
53
万
４
千

円
、
支
出
で
３
６
０
６
万
３
千
円
を

増
額
す
る
も
の
。

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新

た
に
選
任
す
る
も
の
で
、
上
中
の
岩

坪
勝
則
氏
が
任
命
さ
ま
し
た
。

〈新光糖業での受け入れ開始式にて、さとうき〈新光糖業での受け入れ開始式にて、さとうき
びを搬入するトラックを拍手で迎える関係者〉びを搬入するトラックを拍手で迎える関係者〉
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12
月
３
日
（
金
）
と
４
日
（
土
）

の
２
日
間
、
千
座
の
岩
屋
ス
ー
パ
ー

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
星
の
洞
窟
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
屋
内
で
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
大
平
貴
之
さ
ん
に

よ
る
「
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒｰ

Ⅱ
」
が
、

岩
肌
か
ら
足
元
ま
で
い
っ
ぱ
い
に
星

空
を
映
し
出
し
、
打
ち
寄
せ
る
波
音

と
相
ま
っ
て
、
と
て
も
幻
想
的
な
空

間
を
作
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
７
回
目
と
な
る
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
様
々
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
な
い
開
催

さ
れ
、
人
数
制
限
も
あ
り
ま
し
た
が
、

島
内
外
か
ら
約
２
０
０
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
星

空
が
と
て
も
リ
ア
ル
で
感
動
し
た
」、

「
足
元
ま
で
星
空
が
広
が
り
宙
に
浮
い

て
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
で
楽

し
か
っ
た
」、「
来
年
も
ま
た
来
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

千
座
の
岩
屋
ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
開
催

　

11
月
24
日
（
水
）
に
「
令
和
３
年

度
種
子
島
安
納
い
も
等
品
評
会
」
が
、

一
般
社
団
法
人
安
納
い
も
ブ
ラ
ン
ド

推
進
本
部
生
産
販
売
部
会
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
内
の
安
納
い
も
ブ
ラ
ン
ド
推
進

本
部
生
産
販
売
部
会
員
よ
り
、
箱
部

門
22
点
、
株
部
門
10
点
の
出
品
が
あ

り
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
箱
部
門
に
８
点
（
品

種
：
安
納
紅
４
点
、
安
納
こ
が
ね
３
点
、

種
子
島
ゴ
ー
ル
ド
１
点
）
と
、
株
部

門
に
３
点
（
安
納
紅
３
点
）
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
町
か
ら
は
左
記

の
方
が
受
賞
し
ま
し
た
。

（
箱
部
門
）

【
銀
賞
】

・
西
園
農
園　

西
園　

健
太
さ
ん

　

ま
た
、
品
評
会
終
了
後
に
生
産
者

意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
サ
ツ
マ
イ

モ
基
腐
病
対
策
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
合
農
政
課　
農
業
振
興
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

「
種
子
島
安
納
い
も
等
品
評
会
」
開
催

1,000 万個の星空を映し出す「MEGASTAR- Ⅱ」1,000 万個の星空を映し出す「MEGASTAR- Ⅱ」

右から 3 人目　開発者 の大平貴之さん右から 3 人目　開発者 の大平貴之さん

〈品評会の様子〉

〈銀賞を受賞した西園さん〉
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行政トピックス

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
２

回
目
の
接
種
を
終
了
し
た
日
か
ら
、
原
則

８
カ
月
を
経
過
し
た
18
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
令
和
４
年
２
月
以
降
に
追
加
（
３

回
目
）接
種
の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
後
日
日
程
の
お
知
ら
せ
と

予
診
票
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

◆
特
に
追
加
接
種
を
お
す
す
め
す
る
方

・
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
な
ど

の
「
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
方
」

・
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
方
の
関
係
者
、
介

護
者
（
介
護
従
事
者
な
ど
）
な
ど
の
「
重
症

化
リ
ス
ク
が
高
い
方
と
の
接
触
が
多
い
方
」

・
医
療
従
事
者
な
ど
の
「
職
業
上
の
理
由
な

ど
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
暴
露
リ
ス
ク
が
高
い
方
」

◆
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　

初
回
（
１・
２
回
目
）
接
種
で
受
け

た
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
関
わ
ら
ず
、
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
、

武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
製
）
を
使
用
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
福
祉
課　
健
康
保
険
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加

（
３
回
目
）
接
種
の
お
知
ら
せ

　
国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら

17
日
ま
で
の
間
を「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
報
・
広
聴
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
種
子
屋
久
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
な

ど
が
主
催
す
る
税
に
関
す
る
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
町
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
11
人
が
入
選
し
、
賞
状
の
授
与
が

あ
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◆
作
文
の
部

○
南
九
州
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

　
「
税
と
私
の
幸
せ
」

　
園
田　
心
海　
　
（
中
学
校
３
年
）

○
種
子
島
税
務
署
長
賞

　
「
税
金
に
つ
い
て
」

　
河
野　
怜
那　
　
（
中
学
校
１
年
）

○
種
子
屋
久
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会

長
賞

　
「
私
達
と
税
金
の
関
わ
り
」

　
髙
橋　
心
菜　
　
（
中
学
校
３
年
）

◆
標
語
の
部

○
種
子
島
税
務
署
長
賞

　
「
税
金
も　
未
来
に
続
く　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

　
川
道　
か
の
ん　
（
大
川
小
５
年
）

○
種
子
屋
久
関
税
会
会
長
賞

「
そ
の
税
が　

ぼ
く
の
日
々
に　

生
き

て
い
る
」

　
濱
田　
直
斗　
　
（
中
平
小
５
年
）

○
優
秀
賞

「
だ
い
じ
な
ぜ
い　

い
ち
ね
ん
せ
い
で

も　
わ
か
っ
た
よ
」

　
樋
野　
葵
人　
　
（
大
川
小
１
年
）

◆
書
道
の
部

○
種
子
島
税
務
署
長
賞

　
日
髙　
希
咲　
　
（
中
平
小
５
年
）

○
種
子
屋
久
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会

長
賞

　
原　
玲
華　
　
　
（
中
平
小
５
年
）

　
柳
田　
陽
翔　
　
（
中
平
小
５
年
）

◆
絵
は
が
き
の
部

○
最
優
秀
賞

　
日
髙　
希
咲　
　
（
中
平
小
５
年
）

○
種
子
屋
久
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

　
雨
田　
佳
子　
　
（
中
平
小
５
年
）

○
優
秀
賞

　
立
石　
優
莉
愛　
（
中
平
小
６
年
）

令
和
３
年
度
「
税
に
関
す
る
作
品
」
表
彰

〈南種子中学校〉〈南種子中学校〉〈中平小学校〉〈中平小学校〉〈大川小学校〉〈大川小学校〉
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Hello, everyone!
My name is Mike Allan. I am a new ALT in 
Minamitane. I am from Colorado Springs, 
Colorado in the USA. There are many tall 
mountains Colorado but no sea at all. Since I like 
to snowboard back home, I want to try surfing in 
Minamitane.
My hobbies are hiking, practicing judo, watching 
sumo, and reading. I like to cook but I am not 
very good at it.  Pizza, sushi, and jambalaya are 
some of my favorite foods. I also like to study 
Japanese. I can speak German too!
Before this I worked as a computer programmer 
for ten years. 
I am very happy to be in Minamitane. Everyone 
is very kind. I will do my best at work.

みなさん、こんにちは！
南種子町の新しい ALT のマイク ∙ アランです。ア
メリカのコロラド州のコロラドスプリングズ出身
です。そこは高い山が多いですが海が全然ありませ
ん。そこではスノーボードをすることが好きなの
で、種子島ではサーフィンをしてみたいです。
趣味はハイキングや柔道、お相撲を観ることや読書
です。料理も好きです。でも、あまり上手じゃない
です。好きな食べ物はピザやお寿司やジャンバラヤ
です。日本語を勉強することも好きです。ドイツ語
も話せます。
以前はコンピュータープログラマーとして 10 年間
働いていました。
南種子町にいることがとても嬉しいです。みんなさ
んはとても優しいです。仕事を頑張ります。よろし
くお願いします。

新しいALT を紹介します！

　11 月 13 日（土）から 14 日（日）に、鹿児
島市内の 2 会場で開催された第 14 回オールド
ボーイズ軟式野球大会に、本町の 40 歳以上で
結成する「種子島オジサンズ」が出場し、見事
３位入賞を果たしました。
　県内８チームで熱戦が繰り広げられ、初戦を
逆転で勝利し準決勝に進みましたが、惜しくも
決勝進出はなりませんでした。
　今後の更なる活躍を期待しております。

第 14 回オールドボーイズ軟式野球県大会第 14 回オールドボーイズ軟式野球県大会
　10 月 31 日（日）西之表市美浜グラウンドに
おいて、第 15 回春季全日本・第 32 回全九州
小学生選抜ソフトボール大会 種子島地区予選会
が開催され、本町の春陽ソフトボールスポーツ
少年団が 10 年ぶりに優勝しました。
　春陽ソフトボールスポーツ少年団は、11 月 28
日（日）霧島市春山緑地公園で開催された、鹿
児島予選会に種子島代表として出場し健闘しま
した。
　今後ますますのご活躍を期待します。

10 年ぶりの優勝 !!（春陽スポ少）10 年ぶりの優勝 !!（春陽スポ少）

左から小脇あかりさん、古市利秋さん左から小脇あかりさん、古市利秋さん
（監督）、佐藤航さん（監督）、佐藤航さん
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　種子島島内の郵便局長で組織する郵便局長会
種子島部会から、新型コロナウイルス感染拡大
防止に役立ててほしいと不織布マスクの寄贈が
ありました。
　11 月 22 日（月）部会長である濱添浩信古田
郵便局長と秋元宣邦平山郵便局長が、町教育委員
会へマスクを届けてくださいました。本町では今
後も児童生徒の感染防止に努めてまいります。
　郵便局長会種子島部会の皆さま、貴重な寄贈
ありがとうございます。

町内小・中学校へ不織布マスク寄贈町内小・中学校へ不織布マスク寄贈
　11 月 20 日（土）町福祉センターにおいて、

「知事とのふれあい対話」が開催されました。
　塩田鹿児島県知事が来町し、町民と対話を行
なうというもので、公募と推薦で決定した 14
人が、それぞれの立場で、日頃思っていること
や知事に聞いてみたいことなど自由に発言し、
それに対し塩田知事がひとつひとつ答えていき
ました。
　日頃の想いを知事に伝える良い機会となりま
した。

知事とのふれあい対話知事とのふれあい対話

　11 月 22 日（月）種子屋久法人会が、令和
４年度の税制改正に関する提言書を提出するた
めに来庁されました。
　この日は、寺田榮一郎副会長と石堂和雄理事
兼税制委員長が来庁され、提言書を小園裕康町
長へ手渡しました。
　そして提言書についての説明のあと、コロナ
禍による中小企業の厳しい現状の中で、本町が
取り組む地域活性化対策や貢献活動などの取り
組みについて、意見交換がなされました。

税制改正に関する提言書税制改正に関する提言書
　鹿児島県糖業振興協会主催「令和３年度さと
うきび生産改善共励会」団体の部において、株
式会社銭亀が優秀賞にあたる「独立行政法人農
畜産業振興機構理事長賞」を受賞され、12 月 1
日（水）町長室において賞状の伝達が行われま
した。
　さとうきびの生産振興に意欲的に取り組み、
品質及び生産性向上を図っていることが評価さ
れ、今回受賞となりました。
　受賞、誠におめでとうございます。

さとうきび生産改善共励会表彰さとうきび生産改善共励会表彰

右から３人目（株）銭亀  池亀昭次さん、右から３人目（株）銭亀  池亀昭次さん、
4 人目日髙昌幸さん4 人目日髙昌幸さん
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　12 月５日（日）第 51 回熊毛地区市町対抗
駅伝競走大会が南種子町で開催されました。
　茎南小学校前をスタートし、河内温泉セン
ターや花峰小学校を通る 8 区間 33.1Km の距
離で健脚が競われ、1 位 西之表市 A、2 位 中
種子町、3 位 南種子町、4 位 西之表市 B、５位 
屋久島町の結果となりました。
　選手のみなさんの今後のご活躍を期待いたし
ます。

熊毛地区市町対抗駅伝競走大会熊毛地区市町対抗駅伝競走大会

茎南小学校前をスタートする第１区の選手茎南小学校前をスタートする第１区の選手
南種子町の佐久間大河選手が区間賞を受賞しました！南種子町の佐久間大河選手が区間賞を受賞しました！

　町内の園児によるおゆうぎ会
がそれぞれ行われました。
　新型コロナウイルス感染拡大
防止の観点から、入場者の制限
や体温チェックなどの対策を行
い、年齢で時間帯を分けるなど
密を避けるよう工夫して開催さ
れました。
　本番に向けて練習を行ってき
た子どもたちが、劇や演舞など
精一杯披露しました。

○ 12 月 4日（土）
　あおぞら保育園【写真上段】
　会場（トレーニングセンター）
○ 12 月 11 日（土）
　ちびっこくらぶ【写真中段】
　会場（トレーニングセンター）
○ 12 月 12 日（日）
　中央認定こども園【写真下段】
　会場（町福祉センター）

あおぞら保育園・ちびっこくらぶ・中央認定こども園おゆうぎ会あおぞら保育園・ちびっこくらぶ・中央認定こども園おゆうぎ会

　12 月 2 日（木）茎永地区の３つの高齢者サ
ロンが合同で、交通安全教室を開催しました。
　交通手段の少ない南種子町においては、運転
免許が欠かせない状況となっている中、初心に
かえり安全運転などの交通ルールを学び直そう
と計画されたものです。
　南種子交番の川嶋啓所長を講師に迎え、交通安
全のほか、うそ電話詐欺防止についてもお話して
いただきました。参加者１１人は、熱心に聞き入
り、交通安全への気持ちを新たにしました。

茎永サロンで交通安全教室茎永サロンで交通安全教室
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　道路美化活動などに功績のあった団体や個人
を表彰する、令和３年度道路愛護知事表彰にお
いて、南種子町の「種子島建設ボランティアの
会」が受賞し、12 月 6 日（月）熊毛支庁にお
いて、賞状の伝達が行なわれました。
　鳥越哲熊毛支庁長より賞状を授与された代表
の神崎壽丸さんは、「これからも地域に貢献で
きるよう環境美化を陰ながら支援したい」と話
されました。
　受賞、誠におめでとうございます。

道路愛護知事表彰道路愛護知事表彰
　12 月 7 日（火）大川小学校において、人権
の花運動の閉会式が行なわれました。
　大川小学校は、「人権の花運動」の指定を受
け、ひまわりの花を育てることで優しさや思い
やりの心を学んできました。
　会では、人権擁護委員のお話のあと、子ども
たちへの取り組みに対する感謝状が贈呈され、
人権旬間の取り組みの一環として作った標語
を、各学年の代表が発表しました。

人権の花運動閉会式人権の花運動閉会式

　総社観光プロジェクト実行委員会より、「赤
米フェスタ」オリジナルグッズである特製デニ
ムマスクと赤米ポストカードを、茎南小学校児
童に寄贈いただきました。
　南種子町は、岡山県総社市・長崎県対馬市と
赤米伝統文化交流協定を結んでおり、交流の一
助となればといただいたものです。
　ありがとうございました。　

総社市オリジナルグッズを総社市オリジナルグッズを
寄贈いただきました寄贈いただきました

前列右から１番目前列右から１番目
「種子島建設ボランティアの会」代表神崎壽丸さん「種子島建設ボランティアの会」代表神崎壽丸さん

　12 月 9 日（木）町認定農業者連絡協議会お
よび町農林業技術指導者連絡協議会の共催で、
認定農業者や新規就農者を対象に、インボイス
制度の勉強会を、種子島税務署の益田氏を講師
に迎え開催しました。
　インボイス制度とは、買い手が仕入れに係る
消費税の仕入税額控除の適用を受けるために、
売手の事業者から交付を受けた「適格請求書

（インボイス）」などの保存を必要とする制度で、
令和５年 10 月からスタートします。

インボイス制度勉強会を開催インボイス制度勉強会を開催
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５
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定

申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
す
。

　
最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話

し
て
い
た
だ
き
、
音
声
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
従
っ
て
「
０
」
番

を
選
択
し
た
後
、
ご
用
件
を

お
話
く
だ
さ
い
。
相
談
会
場

や
受
付
時
間
な
ど
の
お
問
合

せ
に
つ
い
て
は
、
専
用
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
お
答
え
し
ま
す
。

ま
た
、
お
問
合
せ
の
内
容
に

よ
っ
て
は
電
話
を
転
送
し
、

職
員
な
ど
が
お
答
え
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
以
外
の
国
税
に

関
す
る
一
般
的
な
相
談
は
、

「
熊
本
国
税
局
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
自
動
音
声
案
内
に
よ
り

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、「
１
」

番
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
と
、

熊
本
国
税
局
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
ご
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

◎
問
＝
種
子
島
税
務
署
☎
㉒

０
４
４
０
※
自
動
音
声
案
内

に
従
い
番
号
を
選
択

「NET118」
QR コード
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12
月
３
日
（
金
）
に
、
校
内
持
久
走
大
会
を
行

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
持
久
走
大
会
に
向

け
て
、朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
体
育
の
学
習
な
ど
で
、

練
習
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、朝
か
ら
雨
が
降
り
心
配
し
ま
し
た
が
、

無
事
に
本
番
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い

つ
も
練
習
を
し
て
い
る
学
校
前
の
コ
ー
ス
沿
い
に

は
、
保
護
者
や
多
く
の
地
域
の
方
々
、
小
さ
な
子

ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
走
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
か
心
配

と
口
に
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
ス
タ
ー
ト
地

点
に
立
っ
た
と
き
の
表
情
は
、
晴
れ
が
ま
し
い
表

情
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
。
沿
道
か
ら
は
「
頑
張
れ

～
！
頑
張
れ
～
！
」「
ゴ
ー
ル
ま
で
も
う
少
し
だ
よ
」

「
フ
ァ
イ
ト
ー
！
」
た
く
さ
ん
の
温
か
い
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
沿
道
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
応
援
に

背
中
を
押
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
。
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ず
走
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
ん
な

頑
張
っ
た
、
す
ば
ら
し
い
持
久
走
大
会
で
し
た
。

西野西野小学校小学校

　

校
区
の
方
か
ら
お
借
り
し
て
い
る
農
場
で
育
て

た
芋
が
、
６
月
の
苗
植
え
か
ら
大
き
く
成
長
し
、
11

月
５
日(

金)

に
「
芋
ほ
り
」
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
芋
ほ
り
が
初
め
て
の
子
ど
も
た
ち
も
、
芋
の
つ
る

や
根
を
ハ
サ
ミ
で
切
る
作
業
も
次
第
に
慣
れ
て
い

き
、
手
際
よ
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

十
数
ケ
ー
ス
の
芋
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
12
月
11
日(

土)

に
「
焼
き
芋
」
で
試
食

し
た
り
、
自
宅
へ
の
持
ち
帰
り
用
や
留
学
生
の
保
護

者
へ
送
る
「
芋
の
仕
分
け
」
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

焼
き
芋
は
数
個
ず
つ
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
が
，
ま
だ
ま
だ
食
べ
足
り
な
い
様
子
で
し
た
。

　
１
、２
年
生
が
お
世
話
や
観
察
し
て
き
た
お
芋
を

11
月
29
日
（
月
）
に
み
ん
な
で
収
穫
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
形
の
お
芋
が
た
く
さ
ん
と
れ
ま
し
た
。

12
月
７
日
（
火
）
は
待
ち
に
待
っ
た
焼
き
芋
の
日
。

焚
き
火
用
の
薪
も
み
ん
な
で
山
に
取
り
に
行
き
ま

し
た
。
焚
き
火
を
し
て
い
る
間
に
お
芋
を
洗
っ
て

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
に
く
る
み
、
水
に
濡
ら
し
て

新
聞
紙
と
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
包
み
ま
し
た
。
準
備

が
で
き
た
ら
灰
の
中
に
入
れ
て
、
１
時
間
体
育
を

し
て
待
ち
ま
し
た
。
校
庭
を
走
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
か
ら
、「
焼
き
芋
の
あ
ま
～
い
匂
い
が
す
る
！
」

の
声
も
…
。
４
時
間
目
に
他
の
学
年
の
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
，
先
生
方
に
も
配
り
，
み
ん
な
で
ホ
ク

ホ
ク
の
焼
き
芋
を
食
べ
ま
し
た
。

島間島間小学校小学校
採
れ
た
て
ホ
ク
ホ
ク
焼
き
芋

芋
の
収
穫
・
焼
き
芋

頑
張
っ
た
！
校
内
持
久
走
大
会

大川大川小学校小学校
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天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
雨
も
や

み
、
12
月
３
日
（
金
）
に
持
久
走
大
会
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
沿
道
に
は
多
く
の
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ま
が
応
援
の
た
め
に
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
っ
て
お
り
、
う
れ
し
さ
と
緊
張
の
中
で

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
朝
の
自
主
活
動
の

時
間
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
、
全
員
が
完
走
し
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
自
己
記
録
を
更
新
。
す
ば
ら

し
い
持
久
走
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
す
で

に
来
年
度
の
目
標
を
話
す
子
も
い
て
頼
も

し
く
思
い
ま
し
た
。

長谷長谷小学校小学校

校
内
持
久
走
大
会

　
11
月
27
日
（
土
）
に
家
庭
教
育
学
級
「
親
子
工
作

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
西
福
元
哲

章
教
頭
が
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
教
室
の
た
め

に
開
発
さ
れ
た
『
種
子
島
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゴ
ム
銃
』
を

親
子
で
製
作
し
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
ゴ
ム
銃
製
作
で
は
、特
に
「
指
先
で
つ
ま
む
」

「
つ
め
先
で
は
が
す
」「
指
の
甲
で
押
さ
え
る
」「
手
の

感
覚
を
頼
り
に
紙
や
す
り
で
整
え
る
」
な
ど
の
工
作

に
必
要
な
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
い
ま
し
た
。

　
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゴ
ム
銃
を
手

に
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
集
中
し
て
的
を
狙
う
ま
な

ざ
し
が
と
て
も
素
敵
で
し
た
。

鉄
砲
伝
来
の
ま
ち
で
作
る

　
　
　
　
　
種
子
島
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゴ
ム
銃
！

　
南
種
子
中
学
校
で
は
「
人
権
週
間
」（
12
月
４

日
か
ら
12
月
10
日
）
に
合
わ
せ
て
、
12
月
９
日

（
木
）
に
人
権
同
和
教
育
に
関
す
る
一
斉
学
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
花
峰
小
学
校
の
鬼

塚
秀
樹
校
長
先
生
。「
人
権
学
習
（
み
ん
な
で
考

え
て
み
よ
う
よ
！
）」
を
テ
ー
マ
に
、
身
近
に
あ

る
「
人
権
課
題
」
や
「
い
じ
め
」
に
つ
い
て
、

ク
イ
ズ
や
実
際
に
鬼
塚
校
長
が
体
験
さ
れ
た
話

を
も
と
に
、
み
ん
な
で
考
え
合
い
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
「
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
。」

「
自
分
と
相
手
の
思
う
と
こ
ろ(

価
値
観)

は
同

じ
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
自
他
の
命
を
尊
重
し
、優
し
い
気
持
ち
を
も
ち
、

全
員
が
過
ご
し
や
す
い
南
種
子
中
学
校
を
目
指
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
考
え
、
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

人
権
学
習

　
　
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う
よ
！

南種子南種子中学校中学校

花峰花峰小学校小学校
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　

皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

所
長
の
川
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
元
の
皆
さ
ま
に
は
日
頃
よ
り
ロ

ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
を
始
め
と
す
る
宇
宙

セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
ご
理
解
と
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
が
全
国
的
に
続
く
中
、
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
下
、
Ｈｰ

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
44
号
機
の
打
上
げ
、
年

末
の
打
上
げ
に
向
け
た
Ｈｰ

Ⅱ
Ａ
ロ

ケ
ッ
ト
45
号
機
の
準
備
、
開
発
中
の
Ｈ

３
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
を
模
擬
し
た
極

低
温
点
検
、
第
一
段
目
に
使
わ
れ
る
Ｌ

Ｅｰ

９
エ
ン
ジ
ン
の
燃
焼
試
験
、
将
来

予
想
さ
れ
る
年
間
多
数
機
打
上
げ
に
対

応
す
る
た
め
の
第
３
衛
星
フ
ェ
ア
リ
ン

グ
組
立
棟
の
整
備
な
ど
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
全
体
の
出
来
事
と
し
ま
し

て
は
、
11
月
に
13
年
ぶ
り
と
な
る
日
本

人
宇
宙
飛
行
士
の
募
集
を
開
始
す
る
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
回
の
募
集
で

は
過
去
の
募
集
条
件
に
あ
っ
た
自
然
科

学
系
の
経
歴
条
件
を
撤
廃
す
る
な
ど
、

幅
広
い
人
材
に
門
戸
を
開
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

Ｈｰ

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
、
Ｌ
Ｅ

ｰ

９
エ
ン
ジ
ン
の
燃
焼
試
験
が
続
く
ほ

か
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
を
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ

る
計
画
で
す
。
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
注
意
を
払
い
つ

つ
、
こ
れ
ら
の
打
上
げ
や
試
験
を
安
全

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
で
見
て
み
よ
う
！

小
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
で
見
て
み
よ
う
！

　
〝
フ
レ
ー
ム
デ
フ
レ
ク
タ
〟

　
〝
フ
レ
ー
ム
デ
フ
レ
ク
タ
〟  

　　
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
は
、
力
強
く
噴

き
出
す
噴
煙
や
大
地
に
響
く
轟
音
、
空

を
駆
け
上
る
ロ
ケ
ッ
ト
の
雄
姿
な
ど
に

よ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
を
魅
了
す
る
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
そ
ん
な
迫
力
満
載
の
打
上
げ
時
に
発

生
す
る
噴
煙
は
、
３
０
０
０
度
に
も
達

す
る
大
変
な
高
温
で
す
。
ま
た
、
同
時

に
発
生
す
る
轟
音
も
衝
撃
波
と
な
り
、

ロ
ケ
ッ
ト
や
人
工
衛
星
に
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
噴
煙
や
音
か
ら
、

ロ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
人
工
衛
星
を
守
る
た

め
の
設
備
が
フ
レ
ー
ム
デ
フ
レ
ク
タ
で

す
。

　
フ
レ
ー
ム
デ
フ
レ
ク
タ
は
、
エ
ン
ジ

ン
か
ら
噴
き
出
す
噴
煙
を
機
体
か
ら
遠

ざ
け
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。現
在
、

打
上
げ
時
に
使
用
し
て
い
る
フ
レ
ー
ム

デ
フ
レ
ク
タ
は
、
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

場
の
第
１
射
点
、
第
２
射
点
に
あ
り
ま

す
。
竹
崎
地
区
に
あ
る
小
型
ロ
ケ
ッ
ト

発
射
場
に
は
、
過
去
、
打
上
げ
で
使
用

し
て
い
た
フ
レ
ー
ム
デ
フ
レ
ク
タ
跡
が

残
っ
て
お
り
、
ご
見
学
が
可
能
で
す
。

　
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
の
設
備
と
比

べ
る
と
小
型
サ
イ
ズ
で
す
が
、
頑
丈
に

作
ら
れ
た
本
物
の
設
備
は
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は 12 月 10 日現在）

フレームデフレクタ
（左：吉信大型ロケット発射場、右：竹崎小型ロケット発射場）

種子島宇宙センター
所長　川上 道生
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

公
立
種
子
島
病
院
長　

德
永　

正
朝

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
常
勤
医
一
人
体
制
か
ら
、
新
た

な
常
勤
医
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
診
療
も

あ
る
程
度
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

な
ん
と
言
っ
て
も
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
大
流
行
す
る
中
、
種
子
島

も
例
外
で
は
な
く
、
そ
の
対
策
に
追
わ
れ
る

１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
町
民
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
両
町
の
職
員
と
医
療
機
関
の
連

携
に
よ
る
献
身
的
な
協
力
に
よ
り
、
し
っ
か

り
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
年
を

迎
え
、
流
行
の
第
６
波
が
起
こ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
が
、
仮
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

患
者
が
増
加
し
て
も
、
対
応
で
き
る
だ
け
の

準
備
は
整
え
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

ど
う
か
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
私
達
の
病
院
の
任
務
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
だ
け
で
な
く
、
全
町
民
の
命
と
健

康
を
守
る
た
め
、
数
多
く
の
や
る
べ
き
事
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
病
児
保
育
が
始
ま

り
ま
し
た
。
入
院
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
け
れ

ど
も
、
体
調
不
良
の
子
ど
も
を
預
か
る
場
所

は
、
女
性
の
社
会
参
加
を
支
え
る
生
活
イ
ン

フ
ラ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

４
月
以
降
に
施
設
改
修
を
行
い
、
さ
ら
な
る

機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
今
年
の
目
標
の
一
つ
が
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
状
態
を
、総
合
的
に
守
っ
て
行
く「
か

か
り
つ
け
医
機
能
の
強
化
」
で
す
。
当
院
外

来
で
治
療
し
て
い
る
病
気
の
み
を
診
て
、
他

院
で
の
診
療
内
容
を
全
く
知
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
専
門
外
の
問
題
に
つ
い
て

も
状
態
を
把
握
し
、
そ
の
時
々
で
最
善
の
医

療
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
当
院
で
で

き
る
こ
と
は
当
院
で
行
い
、
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、
最
善
と
思
わ
れ
る
病
院
を
紹

介
し
、
そ
の
情
報
を
日
常
の
診
療
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
島
外
の
病
院
や
必
要
に
応
じ
て
県

外
の
病
院
と
の
協
力
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
既

に
、
幾
つ
か
の
病
院
と
連
携
が
で
き
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
さ
ら
に
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
構

築
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
公
立
種
子
島
病
院
は
、
医
療
を
通
し
て
町

作
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

健健
ひひ

公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

　

11
月
４
日
（
木
）
に
、
茎

永
地
区
と
平
山
地
区
の
サ
ロ

ン
が
合
同
で
、
西
之
表
市
へ

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
研
修
も
自
粛
し
て
い
ま

し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
遠
出

の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
谷
地
区
や
西
之
表
市
の

現
和
地
区
の
コ
ス
モ
ス
畑
を

見
学
し
、
西
之
表
港
の
公
園
で

海
を
眺
め
な
が
ら
の
お
弁
当

タ
イ
ム
を
取
り
ま
し
た
。
隣
同

志
の
地
区
で
す
が
、
久
し
ぶ
り

に
同
級
生
や
姉
妹
と
再
会
し
、

話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
上
浦
カ
ズ
ヱ
さ
ん

は
、「
違
う
地
区
の
人
と
も
交

流
が
深
め
ら
れ
て
楽
し
い
時
間

で
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
も
、
み
ん
な
揃
っ
て

視
察
研
修
が
で
き
る
よ
う
、

「
お
互
い
元
気
で
が
ん
ば
ろ

う
」
と
、
声
を
掛
け
あ
っ
て

い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

サ
ロ
ン
の
視
察
研
修

サ
ロ
ン
の
視
察
研
修
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広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

桜
の
苗
木
配
布
事
業

　
こ
の
事
業
は
「
桜
を
通
じ
て
の
町

づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
事
業
」
と
し

て
平
成
21
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
、

希
望
す
る
各
自
治
公
民
館
、
集
落
公

民
館
に
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
公
益
財
団
法
人
日
本
花
の
会
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
今
年
は
「
神

代
曙
、
舞
姫
」
１
１
０
本
が
届
き

ま
し
た
。
代
表
で
島
間
地
区
公
民

館
長
船
川
継
人
様
に
お
渡
し
致
し

ま
し
た
。
町
内
に
桜
の
名
所
が
増

え
て
い
く
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

ま
た
、
３
月
発
行
の
「
社
協
だ
よ

り
」
に
て
町
内
の
植
樹
後
の
様
子

な
ど
を
報
告
で
き
た
ら
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！

　
11
月
26
日
（
金
）
に
大
宇
都
に
あ

る
健
康
公
園
で
、
南
種
子
町
老
連
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

笑
い
声
の
絶
え
な
い
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
中
で
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
楽
し
く
プ
レ
ー
を
し
て
い

ま
し
た
。
チ
ー
ム
数
24
チ
ー
ム
（
参

加
人
数
１
１
５
人
）
南
種
子
町
老
連

の
皆
さ
ま
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
３
月
発
行
の

「
社
協
だ
よ
り
」
に
て
個
人
賞
な
ど

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

ジ
ュ
ニ
ア
学
芸
員

「
昔
の
遊
び
」
体
験
講
座

　

11
月
27
日
（
土
）
に
、
平
山
地
区
老

人
ク
ラ
ブ
の
ご
協
力
で
、
高
齢
者
９
人

（
敬
称
略
：
会
長
平
畠
強
、
長
田
新
一
郎
、

長
田
隆
幸
、
西
田
淳
子
、
山
田
淳
子
、

向
井
千
鶴
子
、
向
井
洋
子
、
向
井
鈴
子
、

崎
田
三
枝
子
）
を
講
師
と
し
て
、「
昔
の

あ
そ
び
」
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
室
内
の
遊
び
で
は
、
女
性
の
皆
さ
ん

を
講
師
に
輪
ゴ
ム
と
り
、
お
は
じ
き
、

貝
き
り
、
お
手
玉
、
あ
や
と
り
、
将
棋

駒
倒
し
、
け
ん
玉
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
屋
外
の
遊
び
と

し
て
は
、
男
性
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
ダ

チ
ク
の
葉
の
舟
作
り
、
竹
ト
ン
ボ
、
め

ん
こ
、
コ
マ
回
し
、
つ
わ
う
ち
、
紙
鉄

砲
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
昔
の
遊
び

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、「
コ
ツ
っ
て
あ
り
ま

す
か
？
」
な
ど
と
高
齢
者
に
質
問
し
な

が
ら
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
昔
の
遊
び
の
ル
ー
ル
が
分
か
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
、「
つ
わ
う
ち
選
手
権
」

や
「
ダ
チ
ク
の
舟
選
手
権
」
な
ど
の
勝

負
を
し
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
は
一

生
懸
命
に
勝
つ
た
め
の
工
夫
を
は
じ
め

ま
し
た
。
１
等
賞
と
な
っ
た
子
ど
も

は
「
葉
の
つ
け
根
が
や
わ
ら
か
い
ツ
ワ

ブ
キ
が
良
い
よ
」
な
ど
と
周
り
の
子
ど

も
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
し

た
。
身
近
な
植
物
な
ど
自
然
に
あ
る
も

の
を
利
用
す
る
遊
び
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
自
ら
創
意
工
夫
し
深
い
学
び

へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
し
た
。
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新
成
人
の
皆
さ
ま
へ

新
成
人
の
皆
さ
ま
へ
!!!!

2020
歳
に
な
っ
た
ら
国
民

歳
に
な
っ
た
ら
国
民

年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　　

国
民
年
金
は
、
厚
生
年
金

加
入
者
（
公
務
員
含
む
）、
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
人
を
除
き
、「
20
歳

以
上
の
全
て
の
人
」
に
加
入

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
就
職
し
て
い
な
い
大

学
生
や
専
門
学
校
生
、
無
職

の
方
な
ど
も
加
入
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
的
年
金
は
、
社
会
全
体

が
お
互
い
に
助
け
合
う
制
度

で
す
。
老
後
の
給
付
だ
け
で

な
く
、
障
害
者
に
な
っ
た
場

合
の
障
害
年
金
や
、
生
計
を

支
え
て
い
た
配
偶
者
な
ど
が

死
亡
し
て
遺
族
に
な
っ
た
場

合
の
遺
族
年
金
な
ど
、
保
険

的
な
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　　
ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
、

所
得
税
申
告
な
ど
で
、
そ
の

全
額
を
控
除
し
て
も
ら
え
る

た
め
、
ほ
か
の
保
険
な
ど
と

比
べ
、
大
変
有
利
な
制
度
で

も
あ
り
ま
す
。

　

加
入
手
続
き
は
、
20
歳
の

誕
生
月
の
前
月
に
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
届
く
「
国
民
年

金
資
格
取
得
届
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
役
場
ま
た
は

年
金
事
務
所
に
提
出
す
る
と

完
了
し
、
後
日
、
通
知
な
ど

が
届
き
ま
す
。

　

保
険
料
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
猶
予
や
免
除
の
制
度

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

福
祉
年
金
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
だ

役
場
保
健
福
祉
課

役
場
保
健
福
祉
課  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
３
５
）

１
１
１
１
（
１
３
５
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

　
～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～　
☎
㉖
６
６
９
０

★
新
着
本
案
内

★
新
着
本
案
内

一
般
書

一
般
書　

●
な
ぜ
サ
ー
フ
ァ
ー
に
ハ
ゲ
は
い
な
い

の
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
渡
辺
新
）

●
し
っ
か
り
わ
か
る　

ワ
ク
チ
ン
と
免

疫
の
基
礎
知
識　
　
　
　

  （
峰
宗
太
郎
）

●
新・海
辺
を
食
べ
る
図
鑑
（
向
原
祥
隆
）

●
彼
岸
花
が
咲
く
島　
　
　

  （
李
琴
峰
）

●
星
落
ち
て
、
な
お　
　
　
（
澤
田
瞳
子
）

●
み
と
り
ね
こ　

              （
有
川
浩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
、
53
冊

★
さ
が
し
て
い
ま
す

★
さ
が
し
て
い
ま
す

　
　
　

　
　
　
南
種
子
町
の
資
料

南
種
子
町
の
資
料

町
立
図
書
館
で
は
、「
郷
土
に
関
す
る

資
料
の
寄
贈
・
寄
託
」
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
と
く
に
、
町
内
の
各
学
校

で
発
行
さ
れ
た
「
文
集
」
や
、「
記
念
誌
」

な
ど
を
探
し
て
い
ま
す
。

「
文
集
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
作
文
に
は
、
当
時
の
町
の
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
昔
の
南

種
子
町
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

資
料
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
町

の
財
産
と
し
て
、
後
世
に
残
し
て
お
く

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

図
書
館
へ
の
直
接
持
ち
込
み
が
難
し

い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
職
員
が

ご
自
宅
ま
で
伺
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
利
用
者
の
皆
様
へ
お
願
い

★
利
用
者
の
皆
様
へ
お
願
い

　

図
書
館
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
人
が
利
用
す

る
施
設
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
、
ご
来
館
の
際
は
、
マ
ス
ク
着
用

や
手
指
消
毒
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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南
種
子
町
に
は
多
く
の
郷
土
芸

能
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
郷
土
芸
能
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

１
月
14
日
、
15
日
（
小
正
月
）

頃
に
町
内
各
地
で
蚕
舞
が
催
さ

れ
ま
す
。

　

戦
後
に
開
拓
さ
れ
た
長
谷
地

区
で
は
、
昭
和
40
年
代
後
半
に

長
谷
地
区
の
青
年
会
（
若
人
の

会
）
が
中
心
と
な
り
、
上
中
大

宇
都
か
ら
習
い
蚕
舞
を
は
じ
め

て
い
ま
す
。
家
々
を
訪
問
し
、

ま
ず
唄
い
手
と
囃は
や

し
手
が
、
玄

関
先
か
ら
歌
い
は
じ
め
ま
す
。

続
い
て
女
装
し
た
舞
手
が
、
屋

内
に
上
が
り
神
棚
・
仏
壇
が
置

か
れ
た
部
屋
で
舞
う
の
で
す
。

　

蚕
舞
を
舞
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
家
が
清
め
ら
れ
、
家
内
安

全
で
福
を
招
く
だ
け
で
な
く
、

そ
の
地
区
は
五
穀
豊
穣
に
な
る

と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
谷
の
歴
史
（
８
）　
長
谷
地
区
の
蚕
舞

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

小
こ わ き

脇　結
ゆ あ

愛ちゃん
平成 30 年 2 月 13 日生まれ
洋平さん・季枝さんの女の子（上中）

お喋りが大好きで、いつもみんなを笑顔にして
くれる結愛。妹たちの面倒もよく見てくれる優
しいお姉ちゃんです。
これからも人と人との結びつきを大切にして、
誰からも愛される子に育ってね！

ご家族からひとこと

𠮷
よしまつ

松　愛
あ さ

咲ちゃん 
平成 30 年 1 月 26 日生まれ
隆光さん・絵里さんの女の子（上中）

泣き虫で気が強くて負けず嫌いな愛咲。お兄
ちゃんたちに負けじと日々成長中です。たまに
顔にペンでお化粧 ( 落書き ) しちゃうけど、そ
んな姿に癒やされています。これからも元気
いっぱい、みんなで楽しく笑って過ごそうね！

　
長
谷
開
拓
75
周
年
に
あ
た
り
、
今
月
も
長
谷
の
歴
史
を
振
り
返
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　

）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

冨
久　

ノ
ブ
子　
（
夫
・
正
利
）

杉
園　

一
郎　
　
（
弟
・
修
一
）

長
田　

俊
信　
　
（
妻
・
ヌ
イ
コ
）

横
山　

真
喜
子　
（
母
・
西
田
ム
ツ
子
）

山
田　

ミ
チ
ル　
（
夫
・
久
夫
）

古
田　

久　
　
　
（
夫
・
幸
三
）

茅　
　

妙
香　
　
（
夫
・
安
雄
）

（
氏
名
） 　
　

        （
保
護
者
） 　

   　

     　
（
地
区
）

榮さ
か
え　

晴は
る
く空　
　
（
和
幸
・
希
恵
）        

島
間

相さ
が
ら良　

陽ひ
ま
り葵　
（
亮
太
・
光
紀
）        

上
中

小こ
わ
き脇　

瑠る

あ愛　
（
洋
平
・
季
枝
）        

上
中

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　11月30日現在
総人口（ 人 ） 5,443（＋ 3）

男（ 人 ） 2,721（＋ 1）
女（ 人 ） 2,722（＋ 2）

世帯数（ 戸 ） 2,942（＋ 2）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

11 月 1 件 26 件
累 計 3 件 253 件
※累計は令和 3年 1月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

3 月 成人式 10：55～　農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ
16 日

家庭の日

6 木 消防出初式 13：20～上中市街地・農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ マイナンバーカード臨時窓口 8：30～12：00　役場総務課戸籍住民係

8 土 生涯学習県民大学講座 10：15～　中央公民館第一会議室 17 月 町政座談会（西海） 19：00～　大川小学校体育館

15 土
青少年育成の日 21 金 町政座談会（茎永） 19：00～　茎南小学校体育館

宇宙へはばたけ凧揚げ大会 13：15～　種子島宇宙センター 24 月 町政座談会（西之） 19：00～　西野小学校体育館

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　12月15日現在
発　生 死　者 傷　者

南種子町 2（± 0） 0（± 0） 2（± 0）
中種子町 4（＋ 1） 0（± 0） 4（＋ 1）
西之表市 6（± 0） 1（＋ 1） 5（－ 1）

計 12（＋ 1） 1（＋ 1）11（± 0）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
11
月
30
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
11
月
30
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝祭日在宅当番医

日 在宅当番医 所在地 電　話

1 種子島医療センター 西之表市 22-0960

2 種子島医療センター 西之表市 22-0960

3 公立種子島病院 南種子町 26-1230

9 種子島医療センター 西之表市 22-0960

10 中種子クリニック 中種子町 27-3222

16 種子島医療センター 西之表市 22-0960

23 田上診療所 中種子町 27-0325

30 種子島医療センター 西之表市 22-0960

1 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

長
田　

ヌ
イ
コ　
　

94　
　
　

平
山

古
田　

幸
三　
　
　

87　
　
　

平
山

山
田　

久
夫　
　
　

88　
　
　

平
山

有
留　

チ
マ　
　
　

100　
　
　

下
中

■公立種子島病院の各科診療日

診療科目 診療日

小児科 月曜～金曜（10 日を除く）

眼科 17、18、24、25 日

耳鼻咽喉科 木曜

整形外科 火曜（4 日を除く）

消化器外科 水曜

※年末年始の診療は、12/29 ～ 1/3 まで
休診となります。

■日曜営業スタンド当番店

日 当番店

9 （有）船川石油店　上中給油所

16 （有）永松産業　南種子給油所

23 （有）和人組　南種子給油センター

30 種子島石油（株）　南種子給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時で、
1 日は全店休業致します。2・3 日は
各給油所にお問い合わせください。

１
月
31
日
（
月
）
は

町
県
民
税
第
４
期
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
税
第
５
期
の

納
付
期
限
で
す
。
納
期
内
納

税
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

令
和
４
年消

防
出
初
式

●
日
時　

１
月
６
日
（
木
）

▼
出
初
式
（
市
中
パ
レ
ー
ド
、

式
典
、
表
彰
）

・
午
後
１
時
20
分
～

（
上
中
市
街
地
・
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

※
式
典
、
表
彰
は
関
係
者
の
み

の
開
催
と
し
ま
す
。
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町
内
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
紹
介

　

島
間
に
あ
る
南
種
子
町
自
然
の
家

で
は
、
島
間
校
区
の
皆
さ
ん
に
よ
る

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
飾
り
付
け
が

行
な
わ
れ
て
お
り
、
夜
に
な
る
と
美

し
い
光
が
灯
り
、
訪
れ
る
人
を
魅
了

し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
行
事
が
取
り

や
め
に
な
り
、
外
に
出
る
機
会
が
減

る
中
、
外
出
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
思
い
、
自
然
の
家
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
計
画
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

12
月
11
日
（
土
）
に
は
、
島
間
小

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
が
集
ま
っ
て
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
を
行

な
い
ま
し
た
。
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の

か
け
声
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点

灯
し
、
大
人
た
ち
は
語
ら
い
、
子
ど

も
た
ち
は
元
気
よ
く
走
り
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

　

長
谷
小
学
校
近
く
の
上
浦
善
幸
さ

ん
の
自
宅
の
前
に
も
、
た
く
さ
ん
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
飾
ら
れ
て
お

り
、
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

　

上
浦
さ
ん
は
、
約
20
年
程
前
か
ら

自
宅
前
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
飾

り
付
け
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
毎
年

少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
き
、
今
で
は

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
飾
り
付
け
と

な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん

で
欲
し
い
と
の
思
い
か
ら
始
め
た
そ

う
で
す
。
道
行
く
人
の
目
を
引
く
こ

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
見
る
人

の
気
持
ち
を
温
か
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
、
１
月
初
め
頃
ま
で
点

灯
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

黒砂糖すめ（製造）
　　　　 体験しませんか？

期　間　2021 年 12 月 18 日～
　　　　2022 年 3月 31 日
料　金　1人／３，０００円
1回の体験人数　10 名～ 15 名程度
※上記人数の団体でお申し込みください
※さとうきびは体験者持ち込み
※さとうきびが準備できない方は応相談（有料）

●さとうきび　約 500 本の場合の工程
　（1）搾る　約 1時間
　（2）煮詰める　約 2～ 3時間
　（3）冷やす・固める
※約 10 ～ 12 ㎏の黒砂糖になります
※糖度により黒砂糖の量は異なります
※一度に製造できる量は最大約 1,000 本です

小園商店：南種子町中之上 3106
担　　当：小園　秀貴
連　　絡：080-2572-0358

加工場

大和ゴルフ

太陽光
発電

南
種
子
町
自
然
の
家

長
谷
の
上
浦
善
幸
さ
ん
宅


